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前略

　ファミリー・インターナショナルに関する中傷記事が「フライデー」2005年5月6日号（4月21日発売）に再び掲載されましたが、私たちがお送りした資料にある説明が反映されておらず、一方的な主張のみが繰り返されていることに唖然と致しました。

　しかし、それよりも唖然としたのは、取材の際に津田様がご自分を「映画監督」、水野様が「宅急便トラックの運転手」、そして徳山様が「今仕事はしていない」と紹介なさったことです。しかも、徳山様は、津田様から「助監督」であると紹介されてからは、前言を翻して、自分は確かに助監督であるとおっしゃいました。

 私が頂いた名刺にはジャーナリスト・編集・記者としての肩書きを刷り込まれ、また雑誌でも「ジャーナリスト津田哲也」の名で執筆しておられるのに、なぜこのようにあからさまな嘘をつかれるのでしょうか。私たちの子供の教育について非難される前に、ご自身の道徳教育を見直された方がよろしいかと存じます。もし、実際にそれらの仕事を副業でされているということであれば、どうぞご釈明下さい。

　参考のためにお伝えしておきますが、一回目の記事について私たちに問い合わせをされた報道会社はただ一社だけであり、そちらでさえ、結局は報道を見合わせられました。二回目の記事に関しては、どなたからも連絡がありません。良識ある各報道会社の皆様は、これらの記事の信憑性に疑いをもたれているのでしょう。また、私たちの友人の皆様も、このような記事を真剣に捉えていません。かえって、私たちの子供たちがどれだけ心身共に健やかであり、また豊かな愛情を注がれて育っているかをよくご存じであるので、このような中傷記事に対し、こぞって憤慨しておられます。

　今まで津田様、水野様、徳山様には20数ページに渡る資料や説明をお送りしているにも拘わらず、私たちからの説明に耳を傾ける意志が皆様にはないことが、この二回の報道で明らかになりました。また、私たちは、本来の仕事である困っている人々に助けの手をさしのべることにより多くの時間を費やしたいと望んでいます。それらの理由から、前回のように記事中の非難ひとつひとつに反論することは致しません。

　ただ、法律に関わることについては、ここではっきりとさせておきたいと思っております。

　「元信者Y（22）」の証言に、’95年に制定された「新しいルールでは、16歳未満の子供とのSEXが禁止され」とありますが、すでに何度も申し上げているように、大人と未成年との間の性的関係を禁じる規則は、「新しいルール」でも何でもありません。1995年に出版されたファミリーの「憲章」は、それまで様々な出版物に書かれていた規則やガイドラインを成文化し、明確にしたものです。

　また、16歳というのは、4月18日付の手紙で説明しましたように、若者同士の性的関係の承諾年齢であって（それも、親の承認あってのことです）、大人と未成年との間のものではありません。

　「元信者Y」が、貴誌が主張するように「近年に脱会した」のであるならば、このような詳細を間違えるはずがないと思われます。はたして、「元信者Y」なる人物は、実在するのでしょうか。もしそうだとすれば、真実を語っていないことは明らかです。

　「元信者Y」は、破門処置について、さらにこう続けます。

　「『戻ってはいけない』というルールがないんです。だから追放されても、すぐに戻ってきてしまう。昨年、日本の施設で子供をレイプして除名されたJというSGAがいる。彼は今も教団内で何人もの子供たちと一緒に暮らしているんです」

　この青年Jの尊厳を守るために言いますが、Jが破門された理由は、レイプでは決してありません。十代の時に海外で犯した過ちのために破門され、今は一般のファミリー・コミュニティーではなく、実家において、準メンバーである両親と共に住んでいます。ファミリー・インターナショナルに戻ってはいませんし、また、両親の家に、子供はおろか未成年者は一切おりません。

　やはりここでも、「元信者Y」からの情報はあてにならないことが明らかです。これらの偽情報を掲載する前に、どのような裏付けを取られたのか、お聞きしたいものです。「元信者Y」は、今現在ファミリー・インターナショナルで虐待が進行中であると主張していますが、現メンバーの若者たちはそれが嘘であることを知っています。4月3日付の手紙で、400人以上のファミリー・インターナショナルの若者の声がそのまま読める「My Conclusions」ウェブサイトを皆様にご紹介しましが、そこに掲載された手記・声明をお読みいただければ、これらの「元信者」の情報がいかに一方的であるか、また、中にはこの「元信者Y」の情報のように全くの嘘であるかがおわかり頂けるはずなのですが。
　FBIの捜査が進行中であるという主張については、他誌への反駁文を津田様にもお送りしてありますが、ここでもまた無視されているようです。簡単に、この反駁文から引用させていただきます。
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　なお、「アメリカでも、児童に対する犯罪の容疑でFBI（米連邦捜査局）が捜査に乗り出した」というダニエル・ロゼルの言葉を引用されていますが、そのように重大な発言を記事にされる前に、裏付けは取られたのでしょうか。確かに、誹謗者グループがFBIに対して、ファミリー・インターナショナルを捜査するように働きかけているとの情報は、私たちも誹謗者グループ自体から耳にしています。しかし、人に対する苦情を当局に申し立てることは誰にでもできるものの、その苦情が必ずしも真実に基づいたものであるということはありません。また、誹謗者グループの苦情について、FBIからファミリー・インターナショナルのコミュニティーやメンバーへの問い合わせや事情聴取などは、いまだにありません。

　他の主張や推測と同様、この件に関しても、確かな裏付けを取ることなく記事にされたのでしょうか。
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　ファミリー・インターナショナルについて、「日本ではまだ事件化された例はない」理由として、津田様は、日本で脱会した若者は社会への順応能力が低いことが原因で、犯罪に走ったり自殺したりするため、ファミリー・インターナショナルの非を訴えることができない、と主張されています。

　ファミリー・インターナショナル内では、自殺や暴力行為などは皆無も同然です。しかし、社会一般では、元メンバーであるかそうでないかにかかわらず、自殺や犯罪への誘惑がますます強まる傾向にあります。それでも、元メンバーの自殺率は、全体的に言って、平均的な自殺率をかなり下回っています。また、記事中に例としてあげられた「飛び降り自殺」したとされる元メンバーについては、それが自殺であったとは確定されていません。むしろ、子煩悩であったこの元メンバーは、当日まで家族との暮らしを大いに楽しんでおり、また、仕事もうまく行っており、自殺の理由など見あたらないし、遺書も残していません。それなのに、自殺と断定した書き方をするのは、何よりも、ご遺族の感情を逆撫でする行為ではないでしょうか。

　元メンバーの「社会への順応能力が低い」ということですが、実際はその反対です。多くの元メンバーは、ファミリー・インターナショナルで受けた道徳教育や宣教師訓練により、優れた順応能力とリーダーシップ能力を身につけています。そのため、就職後まもなく昇進という例も多くあります。日本で育った第二世代の元メンバーには、大学や各種学校に進学した者もいれば、起業家、英語教師、音楽教師、会計士、通訳などもいます。他にも、輸入会社、宝飾店、不動産業者、幼稚園、ホテル、映画界など様々な企業・就職先で活躍しています。

　記事の締めくくりに、「警察が来たときに･･･隠れるために･･･隠し部屋がある」との元メンバーの主張が紹介されています。この部屋については、10数年前に警察・消防の担当の方々にも説明してあります通り、「隠れるため」の部屋ではありませんし、また、隠れなければならないようなことは、何もしておりません。

　一回目の記事で津田様が認められたように「『ファミリー』に対する近隣住民の評判がすこぶる良い」のは、私たちが神と人を愛する真摯なクリスチャンであるからです。もし私たちの子供たちが実際に虐待されていたならば、近隣の方々や私たちのコミュニティーを訪問される友人の皆様はそれに気づくはずです。そうでないのは、子供たちは虐待など受けていないからであり、また、私たちが子供たちをこよなく愛し、最善の環境で育てるように心がけているからです。

　4月18日付の手紙に書いたことを繰り返しますが、このような「記事内容の結果生じる子供達の苦しみをどうぞお考え下さい。地域の子供や人々とのお付き合いにも積極的にかかわっている子供たちが、このような記事のゆえに、好奇の目、偏見の目にさらされることを思うと、子を持つ親としていたたまれません。津田様を始め、フライデー発行に関わる皆様方が、もし子を持つ親であるなら、逆の立場に立たせられたとき（ご自分のお子様の生活そのものを中傷した記事や顔写真が全国に何十万部も発行されることによって、子供の生活が乱され、未来への大きな可能性を秘める子供が世間から冷たい視線を浴びせられたとしたら・・・）、どのように感じられるのでしょうか。」

　そのように子供たちを苦しめてまで中傷記事をお書きになるということであるならば、少なくとも4月18日付の手紙にて私たちが質問したことについてのご回答をあわせてご掲載下さい。
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　最近、ある誹謗者が、NPOサイド・バイ・サイド・インターナショナルと共に働いているある団体に対して、サイド・バイ・サイド・インターナショナルやファミリーに対する中傷の手紙を送りつけました。その団体の方が、誹謗者に書かれた返事の抜粋を紹介致します。

　「私は、あなたの憎悪に満ちたメールを送ってほしいなどとお願いした覚えはありません。サイド・バイ・サイド［･インターナショナル］と日本のファミリーは、貧しい人たちと必要を抱えた人たちに対する深い思いやりを示してきました。あなたの残虐な論点は、的を外しています。あなた自身は世界の貧困と悲惨さを軽減するためにどんな貢献をしているというのですか。」

　同じ質問を、津田様、徳山様、水野様にお尋ねしますので、ぜひともお返事を頂戴したいものです。

　もしご自身が、ボランティア活動などによって世界の貧困と悲惨さを軽減するために貢献できないのであれば、少なくとも私たちがそうするのを妨げないで頂けますでしょうか。

＊＊＊

　このようなお願いをしても、皆様の良心に届くことはないのでしょうか。今日もまた、「宅急便トラックの運転手」、「映画監督」、「無職」と身分を偽って、取材旅行を続けておられるのでしょうか。

　先にも述べましたが、もし同様の中傷記事を掲載されるようでしたら、記事中にて先の質問に回答すると共に、職業を偽って取材を行っておられることについてもご釈明下さい。

　これをもって、津田様、徳山様、水野様、及び真弓様への公開質問状とさせていただきます。もし、来週、または将来において、この二点について満足の行く回答を含めることなく中傷記事を再び掲載される場合は、私たちも、またこの公開状を読まれる友人や報道関係の方々も、皆様のジャーナリストとしての品位を疑うことでしょう。
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